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年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除

と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
は
、
１
年
間
に

納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か
ら
送

付
さ
れ
る
控
除
証
明
と
同
様
に
、
１
年
間

に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社

会
保
険
庁
か
ら
11
月
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

源
泉
徴
収
票

社
会
保
険
庁
よ
り
老
齢
年
金
を
受
け
て

い
る
方
に
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

が
、
1
月
末
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
障

害
年
金
・
遺
族
年
金
は
非
課
税
で
す
の
で
、

源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

源
泉
徴
収
票
に
は
、
1
年
間
に
支
払
わ

れ
た
年
金
の
総
額
・
源
泉
徴
収
税
額
・
控

除
の
内
容
・
介
護
保
険
料
額
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
源
泉
徴
収

票
が
必
要
で
す
の
で
、
申
告
を
行
う
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
届
出

年
金
を
受
け
て
い
る
方
も
次
の
場
合
に

は
届
出
が
必
要
で
す
。

▽
住
所
や
年
金
の
受
取
先
を
変
え
た
と
き

（
受
給
権
者
住
所
支
払
機
関
変
更
届)

▽
年
金
証
書
を
破
っ
た
り
紛
失
し
た
と
き

(

年
金
証
書
再
交
付
申
請
書)

▽
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き

（
受
給
権
者
死
亡
届
、
未
支
給
年
金
支
給

請
求
書)

▽
2
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
る
権
利
が
で

き
た
と
き
（
年
金
受
給
選
択
申
出
書)

＊
受
け
て
い
る
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
届
出
の
必
要
な
物
が
あ

り
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
受
け
た

年
金
を
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。
届
出
は
早
く
、
忘
れ
ず

に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
齢
基
礎
年

金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の

他
に
、
第
１
号
被
保
険
者
が
受
け
ら
れ
る

独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
。

☆
付
加
年
金

定
額
保
険
料
の
ほ
か
に
毎
月
4
0
0
円

の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
付
加
年
金

が
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
付
加
年
金
額
＝
2
0
0
円
×
付
加
保

険
料
納
付
月
数

☆
寡
婦
年
金

夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
次
の
条
件
を

満
た
す
妻
に
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま

で
の
間
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
夫
が
第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
の
保
険

料
納
付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
と

を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る

○
夫
が
老
齢
基
礎
年
金
も
障
害
基
礎
年
金

も
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た

○
夫
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
夫
に
生
計

を
維
持
さ
れ
10
年
以
上
の
婚
姻
関
係
が

あ
る

▼
寡
婦
年
金
額
＝
夫
の
※
老
齢
基
礎
年
金

額
×
3
／
4

※
第
1
号
被
保
険
者
の
期
間
に
相
当
す

る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

☆
死
亡
一
時
金

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
、
保
険
料
を

3
年
以
上
納
め
た
人
（
免
除
期
間
も
免
除

の
種
類
に
応
じ
算
入
さ
れ
る
）
が
、
何
の

年
金
も
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
、
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の
遺
族
が
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

問
合
せ
先

住
民
課
住
民
係

(

内
線
1
2
2
・
1
2
3)

久
留
米
社
会
保
険
事
務
所

1
3
3
・
6
1
9
2

医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負

担
が
さ
ら
に
軽
減
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
、
病
院
に
か
か
っ
た
と
き
の
自

己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
や
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
月
ご
と
の
限
度
額
を

基
準
に
し
て
「
高
額
療
養
費
」「
高
額
介
護

（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
費
」
が
支
給
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
前
年
8
月
か
ら
今
年
7

月
ま
で
の
医
療
費
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
合

計
し
た
自
己
負
担
額
が
、
左
表
の
限
度
額
を

超
え
る
と
、
そ
の
差
額
分
を
「
高
額
介
護
合

算
療
養
費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

21
年
度
に
関
し
て
は
、
20
年
4
月
か
ら
21

年
7
月
ま
で(

16
ヵ
月
分)

と
20
年
8
月
か
ら

21
年
7
月
ま
で(

12
ヵ
月
分)

を
比
較
し
、
多

い
方
の
額
を
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
7
月
31
日
時
点
で
加
入
し
て
い
る

医
療
保
険
ご
と
に
計
算
し
、
合
算
で
き
る
の

は
、
同
じ
世
帯
で
、
同
じ
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
す
。

対
象
と
な
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

の
方
に
は
12
月
ご
ろ
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
の
方
に
は
来
年
1
月
ご
ろ
に

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
通
知
書
が
届
い

た
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
20

年
4
月
か
ら
21
年
7
月
末
ま
で
に
、「
大
刀

洗
町
へ
転
入
し
た
人
」「
ほ
か
の
医
療
保
険

か
ら
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
移
っ
た
人
」
に
は
お
知
ら
せ
で
き
な
い
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場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

住
民
課
国
保
医
療
係

(

内
線
1
2
5
・
1
2
6)

「
平
成
21
年
度
第
1
次
補
正
予
算
の
執
行
の

見
直
し
に
つ
い
て
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
21
年
度
版
）
の

執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

支
給
対
象
者
の
皆
様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

1

¡

¡

¡

¡

¡

¡

¡

¡

1

1

子
育
て
応
援
特
別
手
当(

平
成
21

年
度
版)

の
執
行
停
止
に
つ
い
て



対
策
と
し
て
効
果
的
な
の
は
、

カ
ラ
ス
の
ク
チ
バ
シ
が
入
ら
な
い

細
か
な
編
目
（
4
ミ
リ
程
度
）
の

網
で
ご
み
袋
を
覆
う
こ
と
で
す
。

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
カ

ラ
ス
対
策
用
ネ
ッ
ト
と
し
て
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
網
の
上

部
を
紐
等
で
固
定
し
、
ご
み
袋
を

覆
え
る
余
裕
を
つ
く
り
下
部
を
垂

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
、

収
集
員
が
簡
単
に
取
り
出
せ
る
よ

う
、
地
面
に
置
い
た
状
態
に
し
、

網
を
上
か
ら
軽
く
覆
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

古
紙
・
古
布
は

網
の
中
に
入
れ
な
い

網
で
覆
う
の
は
カ
ラ
ス
対
策

と
し
て
は
効
果
的
で
す
が
、
収

集
員
に
と
っ
て
は
見
え
に
く
く

手
間
も
か
か
り
ま
す
。

特
に
、
古
紙
古
布
は
別
に
専

用
ト
ラ
ッ
ク
が
収
集
し
て
お
り
、

可
燃
ご
み
袋
の
中
に
古
紙
古
布

が
紛
れ
込
む
と
、
取
り
残
す
可

能
性
も
で
て
き
ま
す
。
こ
の
た

め
網
の
中
に
入
れ
る
の
は
可
燃

ご
み
袋
の
み
に
し
、
古
紙
古
布

は
網
の
中
に
入
れ
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ご
み
袋
は
結
び
口
で
締
め
た

状
態
が
袋
代
（
収
集
料
金
）
相

当
の
規
程
容
量
と
な
り
ま
す
。

写
真
の
よ
う
に
ガ
ム
テ
ー
プ

な
ど
で
指
定
の
袋
以
外
を
接
着

す
る
の
は
規
程
量
オ
ー
バ
ー
の

禁
止
行
為
で
す
。

本
来
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の

ご
み
袋
は
収
集
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
御
注
意
願
い
ま
す
。
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不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。

9
月
25
日(

金)

、
大
刀
洗
町
衛

生
組
合
で
は
、
今
年
2
回
目
と

な
る
不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
9
月
18
日(

金)

〜
10

月
17
日(

土)

の
不
法
投
棄
防
止
強

化
月
間
の
取
組
の
一
環
と
し
て

実
施
し
、
午
後
5
時
30
分
か
ら

夜
間
に
か
け
、
今
ま
で
不
法
投

棄
が
確
認
さ
れ
た
河
川
や
主
要

道
の
沿
線
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー

ル
し
ま
し
た
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
、
通
報
を

不
法
投
棄
す
る
と
、
5
年
以
下

の
懲
役
又
は
、
1，
0
0
0
万
円

以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

万
が
一
、
不
法
投
棄
の
現
場

に
出
会
っ
た
ら
、
車
両
ナ
ン
バ

ー
を
控
え
、
警
察
（
大
刀
洗
交

番
1
7
7
・
0
3
5
0
）
あ
る

い
は
役
場
に
通
報
願
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
の
た
め
実
行
者

に
直
接
の
注
意
は
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

不
法
投
棄
防
止
の

環
境
づ
く
り
を

不
法
投
棄
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
廃
棄
物
は
捨
て
ら
れ
た
土

地
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者
に

処
理
責
任
が
発
生
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
抑
止
す
る
た
め
、

①
管
理
者
名
を
表
示
し
た
看
板

を
設
置
す
る
②
美
観
を
意
識
し
、

こ
ま
め
に
草
刈
等
を
行
う

③
囲

い
や
柵
な
ど
で
侵
入
防
止
を
図

る

④
不
法
投
棄
の
誘
引
原
因
と

な
る
よ
う
な
自
己
所
有
物
の
放

置
を
止
め
る
な
ど
の
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

財
団
法
人
福
岡
県
地
区
衛
生

連
合
会
（
以
下
、
「
県
衛
連
」
）

が
主
唱
す
る
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
、
町
内
小
学
校
か
ら
合
計

91
点
の
応
募
作
品
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

す
べ
て
の
作
品
に
つ
い
て
、

「
ド
リ
ー
ム
ま
つ
り
」
の
2
日
目

に
「
ぬ
く
も
り
の
館
」
で
展
示

し
ま
す
の
で
、
お
子
様
・
保
護

者
の
皆
様
お
そ
ろ
い
で
ご
観
覧

願
い
ま
す
。

な
お
、
町
内
作
品
は
、
町
内

在
住
の
洋
画
家

渡
邉
魏
先
生
の

審
査
を
受
け
、
川
と
海
の
部
門

に
分
け
、
各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
高

学
年
か
ら
2
作
品
、
低
学
年
か

ら
2
作
品
、
2
部
門
計
で
8
作

品
を
選
出
し
、
県
衛
連
の
審
査

に
応
募
し
て
い
ま
す
（
9
月
30

日(

水)

時
点
）。

目
の
細
か
い
網
で
軽
く
覆
う

カ
ラ
ス
が
生
ご
み
を
あ
さ
り
散

乱
さ
せ
る
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

生
活
環
境
係
か
ら
の
お
し
ら
せ

不
法
投
棄
は
許
さ
な
い

ご
み
袋
の
か
さ
上
げ

は
禁
止
で
す

▲パトロールを行った衛生組合役
員(校区区長会長)と役場職員

▲不法投棄監視地点の確認

ふ
る
さ
と
の
「
川
や
海
」
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
2
0
0
9

応
募
作
品
展
示

▲網で覆うのがカラス対策には有効
です

ご
み
袋
の
カ
ラ
ス
被
害
は

網
で
の
対
策
が
効
果
的

▲ごみ袋のかさ上げは禁止です
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平成20年度の一般会計及び特別会計の決算が、平成21年9月町議会定例会で認定されました。
町民のみなさんが納めた税金や国・県からの補助金などがどれだけ入りどのように使われたのか、決算の
あらましをお知らせします。

1 一般会計
一般会計の収支は表1のとおりです。歳入歳出
差引では3億305万円の黒字ですが、そのうち
8,130万円を21年度に繰り越しているので、今
年度の実質収支は2億2,175万円の黒字となりま
した。なお、19年度の実質収支1億6,181万円を
差し引いた単年度収支は、5,994万円の黒字とな
ります。

◇歳入（一年間の収入）
歳入（図1）総額は、19年度よ
り4億4,883万円（9.3%）増加し
ました。これは、地方交付税の算
定見直しによる増加及び県南広域
消防組合解散による精算金収入が
あったことが主な要因です。
町が自主的に収入することがで
きる自主財源の比率は41.0%で、
自主財源のうち町税が約66%を
占めています。
国や県から交付される補助金・
交付金及び町債（町の借入金）な
どの依存財源の比率は59.0%で、
そのうち約60%を地方交付税が
占めています。地方交付税の減少
等による財源不足を補うために発
行を認められた臨時財政対策債は
1億7,441万円で、19年度より
1,180万円減少しました。

・項目の解説
地方交付税：国税の中から町の財政事情に応じて交付されたお金
町　　　債：大きな事業を行うために町が借入れたお金
国県支出金：特定事業のために国や県が交付したお金
繰　入　金：基金（積立金）の取り崩し及び特別会計から一般会計へ繰入れたお金
地方譲与税：国税の中から法令に定めた基準に応じて配分されたお金
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◇歳出（一年間の支出）
歳出総額は19年度に比べ3億1,878万円（6.8%）増加しました。これは、補助対象事業の増加による補助
費増及び消防施設等整備基金に1億円積立てたことが主な要因です。町民一人あたりに換算すると32万845円
となります（21年3月末住民基本台帳人口15,570人で算定）。
目的別（図2）では、民生費（27.9%）が最も多く、次いで公債費（14.5%）、土木費（13.2%）となっ
ています。公債費について、償還のピークは平成21年頃で、それ以降は減少すると思われます。

・項目の解説
民生費：医療費及び社会･児童福祉

等に使ったお金
公債費：借入金を返済するための

お金
土木費：道路や建物の建設、管理等
教育費：学校教育、生涯学習、ス

ポーツ等
総務費：行政運営、戸籍管理、税

金徴収等
衛生費：予防接種、健康診断、ご

み処理等
積立金：基金（町の貯金）の積立て

広報たちあらい09.11  09.10.27 8:31  ページ 7
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・項目の解説
人件費：職員給与、議員･委員の報

酬等
物件費：光熱水費や事務用品購入

等の消費的な経費
扶助費：医療給付費等の、生活を

維持するために支出した
経費

補助費：各種団体等への補助金、
構成員等の割合に基づき
負担した負担金等

普通建設事業費：道路、橋りょう、学校
等の新増設事業費等

繰出金：特別会計に対して繰出し
たお金

性質別（図3）では、人件費や公債費などの義務的経費が45.8%、道路や学校等の公共公用施設の建設工
事及び用地取得等の普通建設事業費に災害復旧事業費を加えた投資的経費が9.4%となりました。その他の経
費44.8%の内訳として、繰出金には特別会計繰出金・介護保険広域連合負担金等が含まれています。物件費
には、庁舎管理費等委託料・ごみ回収委託料・予防接種委託料等が含まれています。

◇大刀洗町の家計簿 町の一般会計を年収500万円の世帯に例えると…

2 特別会計
特別の事業を管理・運営する6つの｢特別会計｣の収支は下表のとおりです。

差引 285,973円の黒字　　預金残高（基金） 2,591,861円　　ローン残高（町債） 5,297,887円

広報たちあらい09.11  09.10.27 8:31  ページ 8
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3 町の財政状況
一般会計における基金（積立金）及び町
債（借入金）の残高と推移は、図4のとお
りです。町債は減少傾向にあり、基金は新
たに消防施設等整備基金を設置したことに
より増加しました。20年度は基金の取り崩
しを行わず、町債を2億2,321万円借り入
れています。
財政構造の弾力性を判断する経常収支比
率（※注）は81.8%（前年比△2.6%）と
なり、県内他市町村と比べて低いものの依
然として硬直化が進んでいます。
※注　経常収支比率とは、人件費、扶助費、

公債費等の義務的な経費に対して、地方税、地方交付税、地方譲与税を中心とする経常一般財源収入
が占める割合をいいます。この数値が低いほど一般財源に余裕があるといわれています。

町税は歳入全体の約30%を占めており、町行政運営の基幹をなす重要な自主財源です。国の税制改革によ
り、所得税から住民税へと地方への税源移譲が進められており、自主財源確保の観点から税の徴収率向上が
一層重要な課題となっています。
アメリカを発信源とした未曾有の経済の混乱は、日本国内はもとより大刀洗町内にも企業の倒産等、大き
な経済的混乱を与えました。そのような中、8月に行われた衆議院選挙の結果政権が交代し、地域経済や国民
生活がこれまで以上に大きく変わろうとしています。しかしながら、国の財政が厳しいことには変わりなく、
地方財政も縮小していかざるを得ない状況ではありますが、税の徴収率向上など一層の歳入の確保と、行政
改革の推進、住民福祉の向上、高齢者対策・少子化対策・生活基盤の整備等の重要政策課題を推進し、また、
ムダづかいや不要不急な事業を見直し、予算の適正な編成・執行に努めます。

問合せ先 企画財政課財政係　(内線111)

図4　一般会計積立基金と町債の年度末残高の推移 
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25 
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46.5
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38.7

◆ 

◆ 
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◆ 
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◆ 

63.1
◆ 

62.8
◆ 
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◆ 60.1
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◆ 

■ 42.9
■ 

42.5
■ 

40.2
■ 

35.1
■ 

31.0
■ 

26.8
■ 

26.3
■ 

43.6
■ 

■ 

平成20年度の主な事業と決算額（単位：万円） 平成20年度の主な事業と決算額（単位：万円） 
総務費
○庁舎改修（駐車場･会議室･総合窓口等）…①
※総合窓口は平成21年度事業継続（繰越額3,000万円）
○電子自治体推進（ホームページ等）
○交通安全施設設置･修繕
民生費
○障害者自立支援
○後期高齢者医療給付費負担
○介護予防（紙おむつ給付等）
○放課後児童健全育成（学童保育）
○町立保育所民営化準備
○私立保育園等運営費補助
○子育て支援センター運営費
○生活支援事務（定額給付金･子育て応援特別手当）
※生活支援事務は平成21年度事業継続（繰越額25,903万円）
衛生費
○病気予防等業務（予防接種等）
○健康増進（栄養改善指導・健康診断等）
○甘木朝倉三井環境施設組合負担金

1,221

491
368

11,658
11,887
1,072
987
4,831
21,112
749
347

1,981
1,356
17,851 ②町営住宅建替（大堰B棟）

①庁舎改修（駐車場区画線補修）

（ ）
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大刀洗町公告第37号
大刀洗町財政事情の公表に関する条例に基づき、平成21年4月1日から同年9月30日までの期間における財
政状況を公表します。

平成21年10月7日　　　大刀洗町長　安丸国勝

平成21年度一般会計当初予算は49億552万円でしたが、9月までに2回の補正をしており、最終予算額は
55億942万円となっています。2回の補正は、国の経済危機対策による中学校の太陽光発電・省エネ外壁工
事・勤労者体育センターの改修工事・小中学校デジタルテレビ・パソコン購入費等が含まれています。
予算の執行状況は、歳入が 51.1%で、歳出が 37.4%となっています（平成20年度は、歳入が 54.6%で、

農林水産業費
○県営地域用水環境整備
○県営農村振興総合整備（農道整備）
○農地水環境保全向上対策
○競争力ある土地利用型農業育成（農機具購入補助）
○活力ある高収益型園芸産地育成（園芸施設設置）
○産地競争力強化対策整備（強い農業づくり）
土木費
○町道路維持･改良
○町営住宅建替（大堰B棟）…②
○消防第3分団格納庫建設…③
教育費
○要･準要保護児童生徒就学補助、特別支援教育就学奨励費
○下高橋官衙遺跡整備… ④
※学校耐震工事は21年度事業継続（繰越額25,594万円）

1,969
1,345
1,146
906
1,205
6,237

12,461  
6,254
1,675

734
5,275

④下高橋官衙遺跡整備

③消防第3分団格納庫建設

平成19年6月に「財政の健全化に関する法律」が制定され、19年度決算時から、健全化判断比率・資金不
足比率を算定し、公表することになりました。いずれかの比率が基準を上回っている場合には、財政（経営）
が悪化しているとみなされ、健全化（または再生）計画を策定し、財政（経営）建て直しに取り組まなけれ
ばならなくなります。
大刀洗町では、下表のとおり全て基準を下回っており、財政（経営）は健全であるといえます。
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歳出が 38.3%でした）。特別会計は、合計で 26億8,684万円の予算額に対し、歳入が 36.7%、歳出が
41.5%でした（平成20年度は、歳入が 35.6%、歳出が 42.9%でした。特別会計の財源不足には、一時金で
対応しています）。

10
月
11
日(

日)

の
大
刀

洗
町
民
体
育
大
会
で
、
あ

す
ば
る
男
女
共
同
参
画
地

域
づ
く
り
事
業
実
行
委
員

会
は
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
や

仮
装
レ
ー
ス
で
大
活
躍
し

ま
し
た
。

ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
で
は

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

の
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
仮

装
レ
ー
ス
で
は
、
実
行
委

員
が
副
町
長
の
参
加
も
呼

び
か
け
、
大
変
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
実

行
委
員
は
手
作
り
で
衣
装

や
の
ぼ
り
旗
を
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
文
字
は
手
書

き
で
心
の
こ
も
っ
た
作
品

で
す
。
レ
ー
ス
の
結
果
は

4
位
で
し
た
が
、
町
民
体

育
大
会
参
加
者
に
「
男
女

問合せ先 企画財政課財政係　(内線111)

共
同
参
画
」
に
つ
い
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

問
合
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

(

内
線
1
1
1
・
1
1
2)

▲男女共同参画の呼びか
けを行いました

副町長も参加

▼委員の自宅で皆で協力して準備中

▲
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平
成
22
年
2
月
1
日
か
ら
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調

査
員
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

11
月
下
旬
頃
ま
で
の
予
定

仕
事
内
容

農
林
業
経
営
体
（
農
家
な
ど
）
を
訪
問
し

て
、
調
査
票
を
配
布
し
、
調
査
を
依
頼
し
ま
す
。
そ

の
後
調
査
票
を
回
収
し
内
容
の
審
査
な
ど
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

報
酬

担
当
し
て
い
た
だ
く
農
業
経
営
対
数
に
よ
っ
て

金
額
は
変
わ
り
ま
す
が
、
担
当
農
業
経
営
体
数
30
件

で
、
報
酬
は
3
万
円
前
後
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
ま
で
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

調
査
員
に
な
っ
て
頂
い
た
方
に
は
後
日
、
説

明
会
を
開
催
し
、
町
か
ら
調
査
内
容
等
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
の
み
調
査
員
と
認

め
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
責
任
を
持
っ
て
調
査
を
遂
行
で
き
る
方

・
秘
密
の
保
護
に
関
し
、
信
頼
の
お
け
る
方

・
選
挙
に
直
接
関
係
し
な
い
方

・
警
察
関
係
者
で
な
い
方

問
合
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

(

内
線
1
1
1
・
1
1
2)
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小郡三井地区交通安全協会では、平成21年度『優良運転者』表彰の申請受付を次のとおり行いますので、
希望される方は申請してください。
1.申請資格 表彰を希望され、次の各号に全て該当される方に限ります。
拭現に「小郡三井地区交通安全協会の会員」であること。
植運転継続期間が10年以上あること。（基準日は平成21年11月1日）
殖10年以上「無事故･無違反」で、かつ「罰金以上の刑に当たる犯罪行為がない」こと。
2.申請要領
拭申請手続き 表彰申請書に①自動車安全運転センター発行の「無事故・無違反証明書」、②運転免許証の
コピー（表・裏）、③小郡三井地区交通安全協会の会員証のコピー（表・裏）を添えて、交通安全協会事
務局へ提出してください。
植申請日時（厳守してください。） 平成21年11月10日(火)から12月10日(木)までの間
（受付時間は、平日の午前10時30分から午後0時30分、午後2時30分から5時30分までの間）
殖「無事故・無違反証明書」の請求用紙は、警察署、交番、駐在所に備え付けています。
燭表彰申請書は、小郡三井地区交通安全協会（小郡警察署内）に準備していますので、申請時に作成して
ください。

3.表彰
拭表彰は、小郡警察署長・小郡三井地区交通安全協会長の連名表彰になります。
植被表彰者については、交通安全協会からお知らせします。
殖表彰日は、平成22年1月中旬を予定しています。
燭本表彰の受賞者は、平成22年度『警察本部長･県交通安全協会長連名表彰」の申請資格者となります。
4.問合せ先 小郡三井地区交通安全協会事務局　173-3939
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▲お友だちと一緒に、元気に歩きました
（みんなー、はやくおいでよ！）

大
刀
洗
公
園
に
散
歩
に
行
き

ま
し
た
　
　
9
月
8
日(

火)▲消火訓練、上手にできました
（はじめての経験でした）

避
難
訓
練
を
し
ま
し
た

9
月
24
日(

木)

時
間

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
友
だ

ち
と
あ
そ
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

新
聞
紙
フ
ラ
フ
ー
プ
あ
そ
び

で
す
。
新
聞
紙
を
丸
め
て
つ
な

ぎ
、
輪
に
し
て
あ
そ
び
ま
す
。

日
時

11
月
2
日(
月)

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

中
央
公
民
館
（
調
理
室
）

参
加
費

3
0
0
円

※
申
込
は
15
組
ま
で
で
す
。

（
託
児
あ
り
ま
す
）。

日
時

11
月
15
日(

日)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

内
容

親
子
で
あ
そ
ん
じ
ゃ
お
！

ハ
イ
ハ
イ
・
ヨ
チ
ヨ
チ
よ
ー
い

ど
ん

期
日

11
月
17
日(

火)

ぐ
る
り
ん
ぱ

集
合
場
所

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
10
時

※
帽
子
・
お
茶
・
タ
オ
ル
・
着

替
え
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

期
日

11
月
30
日(

月)

講
師

戸
塚
　
由
美
子
先
生

会
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
20
分

※
参
加
費
5
0
0
円
当
日
集

め
ま
す
（
託
児
あ
り
ま
す
）。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん募集

中

ち
ゃ
お
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
抱
っ
こ

し
た
り
、
親
子
の
あ
そ
び
の
見

守
り
や
講
座
の
託
児
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
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育て支援係　（内線161・162）　FAX77-3063

育園入所申請を受付ます 

所在地 〒830-1226 
大刀洗町大字山隈1596-6

連絡先 1・FAX 77-0184

保育時間 午前7時～午後6時 
延長保育 午後6時～7時 

定　員 150名 

分～午後6時30分（延長保育なし） 
定員 60名 

所在地 〒830-1211 
大刀洗町大字本郷899-1

連絡先 1・FAX 77-2220

保育時間 午前7時～午後6時 
延長保育 午後6時～7時 

定　員 120名 

大刀洗町大字守部465
02

本郷保育園 

菊池保育園 

保育の方針 

保育の方針 
　健康・挨拶・遊びの3つの柱を基本理念として、社会性を身に着ける
ために地域交流を深め、また保護者との密接なつながりの中で温かい
人間性を養い、
スポーツ指導を
通して強い身体
づくりを行って
います。私たち
は、安全・安心で
親子を温かく受
け入れる施設を
目標としていま
す。 

　地域とともに、心と体を育む保育園、そして子育て支援の輪を広げ
ていく保育園を目指すために次のことを目標とします。 
・散歩や造形活動
を通し、豊かな
感性と思いやる
心を育てます。 
・リズム運動や屋
外活動を通し、
しなやかで強
い体と心を作
ります。 
・よりよい子育て
サポートとして
の保育園を目指
していきます。 

び関係書類を提出してください。 

課に提出してください。） 

族が児童を保育することができる場合は、入所申

必要事項を記入のうえ、関係書類を入所申請書に添えて受付期間内に提出してください。 
さい。 

いること。（会社員、自営業、農業、パート等） 
外の労働をすることを常としていること。（内職等） 

あること。 
常時介護していること。 
あたっていること。 
と。 

果、ご希望の保育園に入所できない場合があります

す。 

年4月1日から保育実施を希望する者のみとします。 

児童との面接を行う予定です。 
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問合せ先　健康福祉課子　

平成22年度(4月から)保 

1 保育園に入所できる基準 

2 入所申請受付 

所在地 
連絡先 

保育時間 午前7時30　

〒830-1222 
大刀洗町大字上高橋879-2
1・FAX 77-3925

午前7時～午後6時 
午後6時～7時 

60名 

〒830-1223 
大刀洗町大字今491
177-0266 FAX77-2983

午前7時～午後6時 
午後6時～7時 

45名 

〒830-1205　
1・FAX 77-14　

おおきな声で（自分を表現する力） 
ぜんりょくつくして（一生懸命がんばる意欲） 
きょうりょくする（思いやりの心） 
おおぜきの保育方針を基に地域に根ざした保育園を 
目指しています。 

特別事業 
乳児保育、一時保育、 
総合保育 

給食 
安全な食材、アレルギーに 
対応した食事、クッキング 
保育と手作りおやつ サービス内容 

英語教室、お茶教室など 

大堰保育園 

保育の方針 

所在地 

連絡先 

保育時間 
延長保育 

定　員 

大刀洗保育園 

保育の方針 

所在地 

連絡先 

保育時間 
延長保育 

定　員 

海の星保育園 

保育の方針 

―生かされているいのち、共なるいのちの保育― 
 人と人の関係では言葉が大事なので、劇遊びを通して言葉使いやマ
ナーの練習をします。食に対する心がけを幼児から身につけて感謝
の心を育てます。
音楽、絵画、体育
にも力をいれ、
組ごとの発表を
します。また、園
伝統の茶道や和
太鼓にも力を入
れます。 

　当園は、デイサービスセンターや高齢者福祉施設に併設された複
合施設として県内でも注目されています。「真実、感謝、ゆるし、助け」
の4つの心を基
本理念として、
楽しい年間行事
にマーチングド
リル、茶道、体育
教室、英語で遊
ぼう等、メリハ
リのある保育内
容で、子どもの
個性と伸びる力
を引き出してい
きます。 
 

場　所　第1希望の保育園に、入所申請書及　

期　間　11月4日（水）～24日（火） 
　　　　（11月25日（水）以降は、健康福祉　

※保護者が前記入所基準に該当しても同居の親
請の対象になりません。 

町では次のとおり平成22年度保育園入所申請を受け付けます。 
入所申請書及び申請に必要な各種証明書等は、保育園・役場健康福祉課に準備しています。
なお、現在入所されているお子様も引き続き入所の希望があれば申請書を提出してくだ

①昼間に居宅外で労働することを常として
②昼間に居宅内で、児童と離れて日常の家事以
③妊娠中であるか、出産後間がないこと。 
④病気やケガまたは、精神、身体に障がいが
⑤長期にわたり病気やケガの同居の親族を
⑥震災、風水害、火災その他の災害の復旧に
⑦町長が認める前号に類する状態にあるこ

※定員を超えた場合、選考（受付順）を行いその結

ので、あらかじめご了承ください。 

※書類が不備な場合、受付できないこともありま

※今回の入所申請の受付は、原則として平成22

　（年度途中の申込みは随時ご相談ください。） 

※平成22年度より保育園入所に当たり保護者と
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（内線164・165） 

特定健診を実施します。（健診未受診者の方） 特定健診を実施します。（健診未受診者の方）特定健診を実施します。（健診未受診者の方） 

11月は国保加入者の方の特定健診受診勧奨月間です。 

特定健診はお済みですか？6月から7月にかけて847人の方に受診いただいております。 
しかし今年度目標40％【1,188人】に達するには後341人の方の受診が必要です。 
まだ健診を受けられていない方でこのような思いをしておられる方はありませんか？ 

と言っているあなたも今年度の特定健診の対象者です。11月が最後の受けるチャンスです。 
　特定健診は自己負担1,000円です。病気で入院になると内容によっては100万円以上かかります。どっ
ちがお得でしょう。 
　受けられていない方には個人通知を郵送します。ぜひ受診してください。 

病院にかかっているから 
関係ないわ 

病院で定期的に 
検査しているからもういい どうせ 

メタボだから 

11月2日（月）～30日（月） 
（土・日・祝日を除く） 
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この機会にぜひ受診しましょう この機会にぜひ受診しましょう この機会にぜひ受診しましょう 
～子宮がん・乳がん無料検診実施～ 

　国の経済対策の一環として、子宮がん・乳がん検診の受診率向上のため、下記年齢の女性の方に子宮が
ん・乳がん検診の無料検診を実施します。 
　町では、9月末に対象者の方へ無料クーポン券と検診手帳を送付しています。 

問合せ先　健康福祉課健康支援係　（内線164・165） 

対 象 者  

検診機関 クーポン券に同封の実施医療機関リストをご確認ください。 

※上記に該当する女性の方で、平成21年6月30日現在の大刀洗町住民の方。 

検診期間 平成22年3月31日（水）まで 
・無料クーポン券（9月末に送付しています） 
・本人確認ができる証明書等（健康保険証や運転免許証など） 

受診に必要なもの 

・クーポン券が手元に届く前に、大刀洗町が実施するがん検診を受診された方は、自己負担 
 金を返還いたします。返還対象の方へは後日ご連絡いたします。 
・平成21年7月1日以降に転入された方は、前住所地から交付されたクーポン券はそのまま 
 使用できません。大刀洗町のものに交換する必要がありますので、お問合せください。 

そ の 他 

20歳（昭和63年4月2日～平成元年4月1日生） 
25歳（昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生） 
30歳（昭和53年4月2日～昭和54年4月1日生） 
35歳（昭和48年4月2日～昭和49年4月1日生） 
40歳（昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生） 

40歳（昭和43年4月2日～昭和44年4月1日生） 
45歳（昭和38年4月2日～昭和39年4月1日生） 
50歳（昭和33年4月2日～昭和34年4月1日生） 
55歳（昭和28年4月2日～昭和29年4月1日生） 
60歳（昭和23年4月2日～昭和24年4月1日生） 

乳
が
ん 

子
宮
頸
が
ん 

65
歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険

料
は
、
大
刀
洗
町
が
加
盟
し
て

い
る
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

原
則
と
し
て
、
特
別
徴
収

（
年
金
か
ら
天
引
き
）
で
す
が
、

年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、
転
入
し
た
方
、
介
護
保
険

料
や
年
金
額
に
変
更
が
あ
っ
た

方
な
ど
、
普
通
徴
収
（
納
付
書

や
口
座
振
替
）
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体

で
支
え
る
う
え
で
、
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
ま
た
、
介
護
保
険

料
を
納
め
て
い
な
い
と
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
時
に
給

付
額
が
減
額
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
介
護
保
険
料
の

納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
を
払
え
る
期
間

は
2
年
間
で
す
。
後
か
ら
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
既
に
2
年
以
上
の
滞
納
が
あ

る
場
合
で
も
、
支
払
え
る
分

を
払
う
こ
と
で
給
付
額
が
減

額
さ
れ
る
期
間
が
短
く
な
り

ま
す
。

問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
係

(

内
線
1
6
2)

介
護
保
険
料
を

納
め
て
い
な
い
と
…

給
付
額
が
減
額
さ
れ
ま
す

1

1

1

1

1
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11

1

1

平
成
22
年
度
、
町
立
中
学
校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
左
記
の

と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
教
科
書
の
決
定
に
あ
た
り
、
小
郡
市
、
大
刀
洗
町
、

朝
倉
市
、
筑
前
町
、
東
峰
村
、
う
き
は
市
か
ら
な
る
第
八
地
区
教
科
書
採
択
協
議
会
に
て

選
定
を
行
い
、
各
教
育
委
員
会
に
て
採
択
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

学
校
教
育
課
　
1
7
7
・
2
6
7
0

(

内
線
8
0
1
・
8
0
2)

FAX
7
7
・
2
7
2
0

種　目 
 国　語 

書　写 

社　会（地理） 

社　会（歴史） 

社　会（公民） 

地　図 

数　学 

理　科（第1分野） 

理　科（第2分野） 

音　楽（一般） 

音　楽（楽器合奏） 

美　術 
 

技　術 

家　庭 

保健体育 

英　語 

発 行 者 教　科　書　名 

光村図書 

光村図書 

東京書籍 

日本文教出版 

教育出版 

東京書籍 

日本文教出版 

大日本図書 

大日本図書 

教育芸術社 

教育芸術社 

日本文教出版 
 

東京書籍 

開隆堂 

学　研 

開隆堂 

国語1，2，3 

中学書写一年，二・三年 

新編　新しい社会　地理 

中学社会　歴史的分野 

中学社会　公民　ともに生きる 

新編　新しい社会科地図 

中学数学1，2，3 

新版　中学校理科1分野上，下 

新版　中学校理科2分野上，下 

中学生の音楽1，2・3上，2・3下 

中学生の器楽 

 

 

新編　新しい技術・家庭　技術分野 

技術・家庭　家庭分野 

新・中学保健体育 

SUNSHINE ENGLISH COURSE1，2，3 

美術1自由な心で，美術2・3上美を求 
めて、美術2・3下美術の広がり 
 

広報たちあらい09.11  09.10.27 8:33  ページ 19
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10
月
11
日(

日)

、
運
動
公
園
に

て
秋
晴
れ
の
空
の
下
多
く
の
町

民
の
参
加
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
今
年

の
総
合
優
勝
は
最
後
の
競
技
で

決
ま
る
と
い
う
大
接
戦
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
大
会
前
に
蹟

小
郡
三
井
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
聖
母
園
の
み
な
さ
ん
に

公
園
清
掃
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
石

拾
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
総
合
成
績
】

優
　
勝

本
郷
校
区

2

位

大
堰
校
区

3

位

大
刀
洗
校
区

菊
池
校
区

第
41
回

大
刀
洗
町
民
体
育
大
会
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期
日

9
月
12
日(

土)

会
場

大
原
小
学
校
体
育
館

5
年
生
の
部

優
　
勝

大
刀
洗
エ
ン
ジ
ェ
ル

6
年
生
の
部

3

位

大
刀
洗
エ
ン
ジ
ェ
ル

第
39
回
小
郡
市
・
三
井

郡
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
（
秋
季
大
会
）

大
刀
洗
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
選
手
た
ち

▲
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期
日

8
月
30
日(

日)

会
場

大
刀
洗
町
武
道
場

個
人
戦
五
・
六
段
の
部

2

位

西
　
　
裕
司(

敬
称
略)

期
日

9
月
26
日(

土)

会
場

山
隈
老
松
神
社

【
団
体
戦
】

優
　
勝

山
隈
1
チ
ー
ム

準
優
勝

北
山
隈
東
チ
ー
ム

3

位

山
隈
2
チ
ー
ム

北
鵜
木
１
チ
ー
ム

【
個
人
戦
】

3
年
生
の
部

優
　
勝

棚
町
　
晴
人

準
優
勝

若
宮
　
　
凌

3

位

江
藤
　
仁
世

小
野
　
夢
希

4
年
生
の
部

優
　
勝

大
串
　
　
守

準
優
勝

矢
ヶ
部
将
太

3

位

秋
山
　
　
仁

鈴
木
　
唯
人

5
年
生
の
部

優
　
勝

岩
橋
　
空
太

準
優
勝

鹿
児
嶋
海
渡

3

位

永
瀬
　
喬
視

永
吉
　
天
晴

6
年
生
の
部

優
　
勝

安
丸
　
大
貴

準
優
勝

渡
辺
　
拓
海

3

位

大
楠
　
翔
真

武
藤
　
瑛
央(

敬
称
略)

1

第
21
回
戸
山
流
居
合
道

福
岡
県
大
会

山
隈
老
松
神
社

奉
納
相
撲
大
会▲力の入った取組が続きました

▲土俵際の攻防▲6年生の部表彰選手たち



本郷の運動公園駐車場やその周辺は、本郷野
の

開
びらき

遺跡と呼ばれる弥生時代の集落や古墳時代の墓、

奈良時代の集落が広がっています。特に古墳時代

の墓には、朝鮮半島との関係を疑わせるような発

見が続いています。多くの小規模の古墳は造られ

たときは、高さが2～3m前後を土で盛り上げた墳

丘をもち、その内部に埋葬施設を設けていますが、

本郷野開遺跡では、太平洋戦争中に大刀洗飛行場

の誘導路建設のため、平らに整地され、一見、そ

こに古墳があるとはわからない状況でした。

本郷野開遺跡の範囲には、5世紀後半から6世

紀頃に造られた直径10～20m前後規模の墳丘を

もつ墓｢古墳｣がいくつか集まって、古墳群を形成

しており、鶯塚
うぐいすづか

古
こ

墳群
ふんぐん

と呼ぶこととしました。こ

れまでの発掘調査では9基の古墳が見つかってい

ますが、周辺にはもっと古墳があったと思われま

す。それぞれの古墳には、｢竪穴系横口式石室
たてあな け い よ こ ぐ ち し き せ き し つ

｣と

呼ばれ、石室に簡易な出入り口を設けた、後に主流となる「横穴式石室
よこあな し き せ き し つ

」の先
せん

駆
く

的形式の石室を持ってい

ます。その中でも、本郷鶯塚1号墳と3号墳は、石室が｢長靴型｣の平面形と、国内では、ここしかない特

徴的な石室を持っています。

22H21.11 広報たちあらい

第43回　馬の墓発見（その1）

本郷野開遺跡の位置

「長靴型」平面形の石室の鶯塚1号墳(左)と3号墳(右)上は1号墳の轡
くつわ

(馬具)出土状態

運動公園

本郷野開遺跡
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馬の墓と出土した馬の歯と轡
くつわ

(左)、轡
くつわ

(右)

本郷野開遺跡の調査状況。緑の丸は古墳の範囲

古墳はもちろん「人」の墓ですが、これら古墳の周囲で、｢馬｣の墓の発見がありました。

古墳群の中に、長さ2.3ｍ、幅1.3ｍ、深さ0.65ｍほどの楕円形の穴があり、その底近くの隅で、馬の

歯が見つかりました。慎重に調査を進めると、さびに覆
おお

われた鉄の塊
かたまり

が顔を出しました。さらに調査を進

めていくと馬を制御するための「轡
くつわ

」とわかりました。どうやら、「轡
くつわ

」を着けたままの馬が埋葬されて

いたようです。この馬の墓とは別の長さ1.7ｍ、幅1.2ｍ、深さ0.7ｍほどの長方形の穴の底近くの隅から

もさびで覆われた「轡
くつわ

」が発見されました。「轡
くつわ

」が発見された二つの穴の大きさは、古代の馬を納める

のが可能な大きさです。ちなみに、本郷鶯塚1号墳の石室からは、葬られた人の副葬品として「轡
くつわ

」が出

土しています。本郷鶯塚古墳群に葬られた人々は、馬との関わり合いが深く、かつ、馬を埋葬する風習を

持った人々のようです。



一
般
書

「
新
参
者
」

東
野
　
圭
吾
　
著

江
戸
の
匂
い
も
残
る
日
本
橋
の
一
角

で
発
見
さ
れ
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
四

十
代
女
性
の
絞
殺
死
体
。
彼
女
の
身
に

何
が
起
き
て
い
た
の
か
。
着
任
し
た
ば

か
り
の
刑
事
・
加
賀
恭
一
郎
は
、
事
件

の
謎
を
解
き
明
か
す
た
め
、
未
知
の
土

地
を
歩
き
回
る
。

講
談
社
　
刊

児
童
書

「
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
　
で
き
あ
が
り
！
」

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
　
作

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
　
訳

み
な
さ
ん
は
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
の
作

り
方
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
ホ
ッ
ト
ケ

ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
は
つ
か
い
ま
せ
ん
よ
。

じ
ゃ
あ
、
ど
う
や
っ
て
作
る
か
ジ
ャ
ッ

ク
に
教
え
て
も
ら
お
う
ね
！
ふ
ん
わ

り
・
あ
っ
た
か
・
い
い
か
お
り
。
ホ
ッ

ト
ケ
ー
キ
の
で
き
あ
が
り
！偕

成
社
　
刊

大
好
評
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
開
催

中
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
挑
戦
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
対
象
の
本
を
読
ん
で

ス
タ
ン
プ
を
集
め
よ
う
！
絵
本
な
ら

5
冊
、
本
な
ら
2
冊
。
集
め
た
ら
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
交
換
し
ま
す
。
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一
　
般
　
書

きりきり舞い／諸田　玲子
渇水都市／江上　剛
殺気！／雫井　脩介
6TEEN／石田　衣良
ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。／辻村　深月
高血圧のすべてがわかる本／桑島　巌
新型インフルエンザに負けない体内環境革命／細川　順讃
メタボが気になる人の健康ごはん3 秋冬編／オレンジページ
豊かな節約暮らし／丸田　潔
ことばが光る日々の絵手紙／花城　祐子

児
　
童
　
書

絶滅どうぶつものがたり　もうひとつのどうぶつえん／富田　朋子
もぐらくんとふゆ／ハナ･ドスコチロヴァー
はっぱをつかまえて！／オーレ・クネッケ
ちいさな　あかい　バス／高羽　賢一
アンジェリーナのバースデイ／キャサリン・ホラバード
学習まんが人物館　シートン／小学館
地球の大研究　かけがえのない星／PHP研究所
ノーベル賞がわかる事典　世界をかえた偉業の数々／PHP研究所
パセリ伝説メモリー11／倉橋　耀子
魔法少女レイチェル　魔法の匂い　上･下巻／クリフ･マクニッシュ

合計331冊

展
　
示

図
書
館
内

☆
11
月
14
日(

土)

〜
29
日(

日)

「
こ
の
本
よ
か
っ
た
よ
展
」

町
内
4
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
本

の
感
想
文
画
展
示

「
太
宰
治
・
松
本
清
張

生
誕
1
0
0
年
記
念
展
」

今
年
生
誕
1
0
0
年
を
迎
え
る
二

人
を
紹
介

お
話
会

図
書
館
お
話
会
コ
ー
ナ
ー
　

☆
11
月
14
日(

土)

☆
午
後
2
時
〜
2
時
30
分

た
の
し
い
お
話
が
い
っ
ぱ
い
。
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
る
よ
。

古
本
市

ド
リ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
北
側
テ
ン
ト

☆
11
月
15
日(

日)

☆
午
前
11
時
〜
午
後
2
時

今
年
も
や
り
ま
す
。

5
冊
1
0
0
円

と
し
ょ
か
ん
ま
つ
り

秋
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

10
月
1
日(

木)

〜
11
月
15
日(

日)

▲昨年の図書館まつりの様子

土　日：午前10時～午後5時
火水金：午前10時～午後6時
木　：午前10時～午後7時

閉館時間
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敬
老
の
日
　
〜
祝
長
寿
〜

安
丸
町
長
は
、
9
月
16
日(

水)

に
聖

母
園
、
17
日(

木)

に
弥
生
園
や
自
宅
を

訪
れ
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ
る
2

名
の
方
、
1
0
1
歳
以
上
の
5
名
の

方
に
町
へ
の
貢
献
の
御
礼
と
長
寿
の

お
祝
い
、
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

上
高
橋
第
一
・
第
二
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
夏
休
期
間
中
の
子
ど
も
会
の
ラ
ジ

オ
体
操
が
終
わ
っ
た
後
も
引
き
続
き
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
の
輪
を
町
内
に
広
め
、

健
康
に
留
意
を
う
な
が
し
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
り
い
っ
そ
う

広
げ
た
い
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
始
め
ま
し
た

と
ま
り
木
の
会
”ち
ゃ
お
“に

手
作
り
イ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

みなさんも一緒にやりませんか

9
月
15
日(

火)

「
と
ま
り
木
の
会
」
の

メ
ン
バ
ー
が
、
牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
っ
た
イ

ス
を
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
”
ち
ゃ

お
“
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
同
会
は
、

在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る
人
が
月
1
回
の

お
話
会
や
趣
味
活
動
等
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

や
情
報
交
換
を
し
て
い
る
会
。
今
年
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
牛
乳
パ
ッ
ク
の
イ
ス

を
作
っ
て
”ち
ゃ
お
“
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

よ
う
」
と
の
計
画
で
7
月
・
8
月
の
定

例
会
で
製
作
、
今
回
の
贈
呈
と
な
り
ま
し

た
。牛

乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
作
ら
れ

た
イ
ス
は
と
っ
て
も
丈
夫
。
ま
た
、
汚
れ

て
も
カ
バ
ー
を
取
り
外
し
て
洗
え
る
工
夫

も
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
柄
の

か
わ
い
ら
し
い
イ
ス
は
”ち
ゃ
お
“
の
子

ど
も
た
ち
に
大
人
気
と
の
こ
と
で
す
。

朝体を動かすとスッキリしますよ

弥生園にて 聖母園にて

あ
か
ち
ゃ
ん
の
土
俵
入
り

9
月
26
日(

土)

に
行
わ
れ
た
山
隈
老

松
神
社
奉
納
相
撲
大
会
で
、
あ
か
ち
ゃ

ん
の
土
俵
入
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
土
俵
入
り
し
た
の
は
、
上
浜

か
み
は
ま

道ど
う

大だ
い

く
ん
と
、
倉
富
羽
愛
斗

は

あ

と

く
ん
の
二
人
。

化
粧
ま
わ
し
を
付
け
て
堂
々
た
る
土
俵

入
り
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

倉富羽愛斗くん 上浜道大くん

かわいいキャラクターが人気です！
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こ
の
協
議
会
は
、
障
が
い
を
も
っ

て
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
地
域

で
自
立
し
て
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
様
々
な
問
題
を
保

健
・
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
就
労
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
の
実
現
に
向
け

て
、
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先

健
康
福
祉
課
福
祉
係

1
7
7
・
2
2
6
6

FAX
7
7
・
3
0
6
3

こ
ぐ
ま
福
祉
会

1
7
2
・
7
2
2
1

FAX
7
2
・
7
2
2
2

大
刀
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
・
FAX
7
7
・
4
8
7
7

大
刀
洗
町
地
域
自
立
支

援
協
議
会
を
設
置

佐
田
博
氏
　
福
岡
県
社
会
教

育
委
員
功
労
者
表
彰
受
賞

10月7日の定例会のようす

9
月
18
日(

金)

福
岡
県
社
会
教
育
総

合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
佐
田
博
氏

が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

佐
田
氏
は
平
成
10
〜
20
年
度
の
11
年

間
、
社
会
教
育
委
員
に
就
か
れ
、
さ

ら
に
は
同
13
〜
20
年
度
の
8
年
間
を

社
会
教
育
委
員
長
に
就
か
れ
ご
活
躍

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
14
年
、
菊
池
小
学
校

区
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
を
立
ち
上
げ

る
に
当
た
り
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
か
ら
現
在
に
至
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室
の
「
な
ん
で
も
体
験
教
室
」
の

活
動
委
員
と
し
て
、
餅
つ
き
、
凧
・

竹
馬
・
し
め
縄
づ
く
り
、
科
学
実
験
、

町
内
名
所
旧
跡
巡
り
等
を
計
画
、
指

導
さ
れ
、
児
童
の
健
全
育
成
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表彰を受ける佐田博氏（右）

大
刀
洗
町
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

〜
見
て
ん
、
聞
い
て
ん
、
大
刀
洗
、

掘
っ
て
ん
、
食
べ
て
ん
　
落
花
生
〜

10
月
18
日(

日)

大
刀
洗
公
園
な
ど

で
、
落
花
生
の
収
穫
、
ふ
る
さ
と
料

理
の
お
弁
当
、
レ
タ
ス
ジ
ュ
ー
ス
の

試
飲
、
ゆ
で
落
花
生
の
試
食
の
ほ
か

に
、
町
の
歴
史
の
お
話
や
戦
争
体
験

談
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー

で
近
隣
市
町
村
か
ら
の
参
加
者
に
町

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ゆで落花生もおいしいね ワーイ、落花生がいっぱい

1
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し
て
く
だ
さ
い
。

③
駐
車
場
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

久
留
米
税
務
署
法
人
課
税
第
1

部
門
（
源
泉
所
得
税
担
当
）

1
3
2
・
4
4
6
1

今
年
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」

の
テ
ー
マ
は
、「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際

化
と
税
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
税

の
意
義
や
役
割
等
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

週
間
中
、
久
留
米
税
務
署
1
階

ロ
ビ
ー
で
は
、
税
に
関
す
る
パ
ネ

ル
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

期
間

11
月
11
日(

水)

〜
17
日(

火)

問
合
せ
先

久
留
米
税
務
署

1
3
2
・
4
4
6
1

(

内
線
2
2
1)

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
（
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
）
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
し
て
就
労
を
支
援
す

る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

支
援
を
ご
希
望
の
方
は
、
電
話

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

目
的こ

の
制
度
は
、
大
刀
洗
町
競
争

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
入
札

参
加
資
格
者
登
録
）
を
し
て
い
な

く
て
も
、
契
約
の
受
注
・
施
工
を

希
望
す
る
方
を
登
録
し
、
業
者
選

定
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
事

業
者
の
拡
大
を
図
り
、
町
内
経
済

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
。

発
注
の
範
囲

小
規
模
工
事
の
範
囲
は
、
大
刀

洗
町
が
発
注
す
る
小
規
模
な
修
繕

な
ど
で
、
一
件
が
五
十
万
円
未
満

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

申
請
対
象
者

大
刀
洗
町
内
に
主
た
る
事
務
所

を
有
す
る
方
で
、
次
の
項
目
に
該

当
し
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

1
町
の
競
争
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
録
を
さ
れ
て
い
る

者
2
個
人
事
業
者
の
場
合
に
成
年

被
後
見
人
、
被
保
佐
人
又
は

破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な

い
者

3
税
金
を
滞
納
し
て
い
る
者

4
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る

た
め
に
必
要
な
資
格
、
免
許

等
を
有
し
な
い
者

申
請
の
方
法

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
企
画
財
政
課
窓
口
に
申
請
要
領

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間
（
改
正
）

毎
月
1
日
〜
15
日

名
簿
登
録
（
改
正
）

申
請
月
の
翌
月
か
ら
名
簿
に
登
録

申
請
書
提
出
・
問
合
せ
先

企
画
財
政
課
財
政
係

(

内
線
1
1
1)

下
水
道
の
使
用
を
都
合
に
よ
り

一
時
休
止
、
又
は
廃
止
さ
れ
る
際

は
、
下
水
道
施
設
の
使
用
休
止

届
・
廃
止
届
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
転
出
・
転
居

届
を
し
な
い
で
提
出
さ
れ
る
場

合
、
休
止
日
又
は
廃
止
日
は
受
付

日
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
下
水

道
使
用
料
に
係
る
世
帯
人
員
変
更

届
出
書
も
提
出
が
必
要
で
す
）。

お
届
け
の
際
は
お
早
め
に
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

問
合
せ
先

建
設
課
下
水
道
管
理
係
　
　
　
　

(

内
線
1
7
4)

一
般
世
帯
の
下
水
道
使
用
料
に

つ
い
て
は
、
ひ
と
月
あ
た
り
世
帯

割
1，

5
0
0
円
と
世
帯
人
員
割

6
0
0
円
／
人
の
合
計
と
消
費
税

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

世
帯
人
員
数
の
確
認
は
住
民
票

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
が
、
長
期
入

院
・
施
設
入
所
・
学
生
・
単
身
赴

任
な
ど
で
、
転
出
・
転
居
届
を
し

な
い
で
一
時
的
に
居
住
し
て
い
な

い
方
が
あ
る
場
合
に
は
「
世
帯
人

員
変
更
届
出
書
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
提
出
日
分
よ
り

料
金
の
変
更
が
出
来
ま
す
（
そ
の

こ
と
を
証
明
す
る
書
面
等
の
添
付

が
必
要
で
す
）。

な
お
、
転
入
・
転
居
届
を
し
な

い
で
一
時
的
に
居
住
し
て
い
る
方

が
あ
る
場
合
は
必
ず
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
（
証
明
書
類
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
）。

ま
た
、
届
出
内
容
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
お
届

け
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

建
設
課
下
水
道
管
理
係

(

内
線
1
7
4)

源
泉
徴
収
義
務
者(

個
人
・
法

人)

を
対
象
と
し
た
給
与
所
得
の
年

末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

11
月
17
日(

火)

時
間

午
後
1
時
30
分
〜

会
場

小
郡
市
文
化
会
館

(

注)①
「
年
末
調
整
関
係
用
紙
」
は
、

事
前
に
郵
送
し
ま
す
。

②
説
明
会
当
日
は
、
案
内
状

（「
年
末
調
整
関
係
用
紙
」
に
同

封
し
て
い
ま
す
。）
に
記
載
し

て
お
り
ま
す
書
類
を
必
ず
持
参

大
刀
洗
町
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
受
付
を

改
正
し
ま
し
た

下
水
道
施
設
の
使
用
休
止

届
・
廃
止
届

下
水
道
使
用
料
に
係
る
世

帯
人
員
変
更
届
出
書
の
お

知
ら
せ

平
成
21
年
分
　
給
与
所
得
の

年
末
調
整
説
明
会
の
御
案
内

11
月
11
日
か
ら
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
を
支
援
し
ま
す

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

は
、
全
国
の
法
務
局
に
平
成
12

年
か
ら
設
置
し
て
お
り
、
祝
祭

日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5

時
15
分
ま
で
（
そ
れ
以
外
は
留

守
番
電
話
対
応
）、
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
法
務
局
久
留
米
支
局

1
3
9
・
2
1
2
1

担
当
　
杉
浦
・
中
野

日
時

11
月
10
日(

火)

午
後
2
時
〜
4
時
15
分

会
場

九
州
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
室
町

1
丁
目
1
番
1
号
11
）

主
催

蹟
福
岡
県
暴
力
追
放
運
動

推
進
セ
ン
タ
ー

共
催

福
岡
県
警
察
、
北
九
州
市

特
別
講
演

・
講
師

筑
紫
野
市
暴
力
追
放
推

進
市
民
協
議
会
会
長
筑
紫
野

市
長
平
原
四
郎
氏
　

テ
ー
マ
「
対
決
〜
暴
力
」

・
講
師

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ

レ
ン
ト
島
田
洋
七
氏

テ
ー
マ
「
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

問
合
せ
先

蹟
福
岡
県
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

な
お
、
面
談
場
所
は
大
刀
洗
町

役
場
健
康
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
・
5
8
4
・
3
9
3
1

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害
者

の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警
察
、

弁
護
士
会
、
県
暴
力
追
放
運
動
推

進
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
市
暴
力
追
放

相
談
セ
ン
タ
ー
、
北
九
州
市
民
事

暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー
及
び
久
留
米

市
暴
力
追
放
推
進
協
議
会
等
が
連

携
し
て
、
面
接
、
電
話
に
よ
る
集

中
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

日
時

11
月
28
日(

土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所

久
留
米
市
暴
力
追
放
推
進

協
議
会
（
久
留
米
市
役
所
3
階
）

1
3
0
･
9
0
5
5

問
合
せ
先

蹟
福
岡
県
暴
力
追
放

運
動
推
進
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
・
6
5
1
・
8
9
3
8

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家

庭
の
お
母
さ
ん
又
は
離
婚
協
議
中

の
方
を
対
象
に
養
育
費
の
電
話
相

談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間

平
日
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

問
合
せ
先

福
岡
県
母
子
家
庭
等

ン
ス
）
に
あ
た
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

・
北
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

時
間

平
日
午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分

1
3
4
・
8
1
1
1

1
0
9
4
6
・
2
4
・
5
7
8
0

・
女
性
相
談
所

時
間

平
日
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
15
分

1
0
9
2
・
7
1
1
・
9
8
7
4

・
夜
間
・
休
日
相
談
電
話

（
午
前
0
時
ま
で
）

1
0
9
2
・
7
1
6
・
0
4
2
4

期
間

11
月
15
日(

日)

〜
21
日(

土)

ま
で
の
7
日
間

時
間平

日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

土
・
日
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

1
0
5
7
0
・
0
7
0
・
8
1
0

（
全
国
共
通
）

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、

悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
お
電
話
く
だ
さ
い
。

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
・
5
8
4
・
3
9
3
1

登
録
者
募
集

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
！
あ

な
た
の
知
識
や
技
能
を
企
業
で
生

か
し
ま
せ
ん
か
？
「
は
つ
・
ら

つ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
登
録

（
登
録
無
料
）
い
た
だ
き
、
企
業

と
の
就
業
条
件
が
合
え
ば
あ
な
た

を
企
業
に
派
遣
し
ま
す
。

求
人
企
業
募
集

職
種
経
験
、
人
生
経
験
豊
富
な

高
齢
者
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

即
戦
力
と
な
る
高
齢
者
を
活
用
な

さ
い
ま
せ
ん
か
？

申
込
・
問
合
せ
先

は
つ
・
ら
つ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

社
団
法
人
福
岡
県
高
齢
者
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
・
4
5
1
・
8
6
2
1

FAX
0
9
2
・
4
5
1
・
8
6
2
3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hatsu-ratsu.com

福
岡
県
新
雇
用
開
発
課
で
は
、

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
が

就
職
を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
個
別

相
談
や
求
人
企
業
へ
の
紹
介
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
は
登
録

が
必
要
で
す
。

○
企
業
と
障
が
い
者
を
つ
な
ぐ
合

同
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

12
月
3
日(

木)

午
後
0
時
30
分
〜
5
時

会
場エ

ル
ガ
ー
ラ
（
福
岡
市
天
神
）

内
容

企
業
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
及
び
企

業
ご
と
の
ブ
ー
ス
で
の
個
別
面

談
参
加
費

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

㈱
ジ
ャ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
委
託
先
）

1
0
9
2
・
7
2
6
・
6
8
0
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jhn.co.jp/fukuoka/

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自

身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と

き
に
は
、
児
童
相
談
所
や
市
町
村

の
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ア
ル

1
0
9
2
・
5
8
4
・
3
9
3
1

11
月
12
日(

木)
か
ら
25
日(

水)

ま
で
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

殴
る
蹴
る
の
身
体
的
な
暴
力
だ

け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、
脅
す
、
電

話
や
外
出
を
制
限
す
る
な
ど
も
Ｄ

Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

暴
力
被
害
集
中
相
談

療
養
費
の
電
話
相
談

高
齢
者
の
た
め
の
派
遣
事
業

障
が
い
者
の
就
職
を
支
援

し
ま
す

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
」
で
す

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

「
第
18
回
暴
力
追
放
福
岡
県

民
大
会
」
開
催
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採
用
予
定
人
数

一
般
事
務
職
員
2
名

受
験
資
格

昭
和
60
年
4
月
2
日

〜
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

受
付
期
間

11
月
9
日(

月)

〜
12

月
4
日(

金)

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
（
郵
送
の
場
合
12
月

4
日(

金)

消
印
有
効
）

第
1
次
試
験

12
月
13
日(

日)

問
合
せ
先

両
筑
土
地
改
良
区
総
務
課

1
0
9
4
6
・
2
2
・
4
5
3
8

平
成
22
年
度
の
障
害
者
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
製

図
科
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
・

商
業
デ
ザ
イ
ン
科
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ

ス
科
・
福
祉
住
環
境
科
・
ネ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
総
合
実
務
科

訓
練
期
間

平
成
22
年
4
月
8
日

(

木)

〜
平
成
23
年
3
月
18
日(

金)

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の
み
2

年
）

募
集
期
間

10
月
1
日(

木)

〜

平
成
22
年
1
月
7
日(

木)

応
募
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
を

取
得
又
は
取
得
可
能
な
方
、
療

1
0
9
2
･
6
5
1
･
8
9
3
8

期
日

11
月
14
日(

土)

〜
15
日(

日)

会
場
「
ウ
ェ
ル
と
ば
た
」

北
九
州
市
戸
畑
区
汐
井
町
1
番

6
号

開
催
イ
ベ
ン
ト

総
合
開
会
式
、
記
念
講
演
（
講

師：

プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
・
杉
原

輝
雄
氏
）、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
、
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
、
作
品
展
示

（
シ
ニ
ア
美
術
展
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
絵
コ
ン

ク
ー
ル
、
短
歌
、
俳
句
、
発
明

工
夫
展
）
、
閉
会
イ
ベ
ン
ト

（
各
種
表
彰
な
ど
）

問
合
せ
先

実
行
委
員
会
事
務
局

1
0
9
2
・
5
8
4
・
1
4
0
1

福
岡
県
県
民
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

1
0
9
2
・
6
4
3
・
3
4
0
7

雇
用
管
理
研
修

受
講
対
象
者

中
小
建
設
事
業
主

期
日

11
月
13
日(

金)

会
場

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

助
成
金
制
度
説
明
会

期
日

平
成
22
年
2
月
19
日(

金)

第
9
回
福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

相
談
日

11
月
12
日(

木)

、
平
成

22
年
1
月
14
日(

木)

、
3
月
11

日(

木)

午
後
1
時
〜
4
時

（
相
談
時
間
・
一
人
30
分
）

場
所

ぬ
く
も
り
の
館
　
相
談
室

（
役
場
東
側
）

受
付
人
数

6
名
（
要
予
約
）

申
込
・
問
合
せ
先

大
刀
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
7
7
・
4
8
7
7

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
で
は
、
給
与
年
収
3
0
0
万

円
以
下(

総
所
得
額
1
4
8
万
円
以

下)

の
世
帯
を
対
象
に
入
学
金
免

除
、
授
業
料
半
額
免
除
、
実
習
費

全
額
免
除
を
行
う
入
学
時
特
別
奨

学
生
を
新
設
し
ま
す
。

＊
平
成
22
年
4
月
入
学
者
に
限
る

問
合
せ
先

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
広
報
・
事
務
室

〒
8
3
0
・
0
0
5
1

久
留
米
市
南
1
丁
目
8
番
1
号

1
3
2
・
3
3
1
1

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

1
0
1
2
0
・
3
3
6
7
7
0

FAX
3
2
・
3
5
0
1

電
子
メ
ー
ル
　

sou
m
u
@
kccn

et.ac.jp

会
場

サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米

建
設
業
の
た
め
の
助
成
金
制
度
説

明
会

期
日

平
成
22
年
3
月
10
日(

水)

会
場

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

問
合
せ
先

雇
用
・
能
力
開
発
機

構
福
岡
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
・
2
6
2
・
2
1
1
3

対
象
者

概
ね
40
歳
以
上
60
歳
未

満
の
求
職
者
（
福
岡
県
在
住
）

受
付
期
間

平
成
22
年
3
月
ま
で

（
期
間
内
随
時
）

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
中
高
年
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー

1
0
9
2
・
4
1
5
・
1
7
9
1

日
時

11
月
14
日(

土)

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

会
場

え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
2
階

（
久
留
米
市
諏
訪
野
町
）

対
象

勤
労
者
及
び
そ
の
家
族
、

事
業
主

内
容

労
働
問
題
全
般
に
関
す
る

相
談
（
午
後
3
時
か
ら
は
弁
護

士
相
談
も
行
い
ま
す
）

相
談
無
料
・
予
約
不
要
・
秘
密

厳
守

問
合
せ
先

福
岡
県
筑
後
労
働
者

支
援
事
務
所1

3
0
・
1
0
3
4

長
時
間
労
働
等
の
問
題
に
つ
い

て
、
労
働
者
、
使
用
者
等
か
ら
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
電
話
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
21
日(

土)

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

1
0
1
2
0
・
7
9
4
・
7
1
3

賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、

職
場
内
の
セ
ク
ハ
ラ
や
解
雇
な

ど
、
労
働
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

日
時

11
月
21
日(

土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

方
法

電
話
相
談
（
無
料
）

1
0
9
2
・
7
2
2
・
4
1
3
1

主
催

福
岡
県
司
法
書
士
会

日
時

毎
月
第
４
水
曜
日

午
前
9
時
〜
正
午

会
場

ぬ
く
も
り
の
館

相
談
員

井
上
聖
基
氏

問
合
せ
先

総
務
課
総
務
秘
書
係

(

内
線
1
0
4
・
1
0
5)

中
高
年
求
職
者
の
た
め
の

再
就
職
相
談

働
く
人
のな

ん
で
も
労
働
相
談

全
国
一
斉
電
話
無
料
相
談

司
法
書
士
に
よ
る

『
全
国
一
斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル

1
1
0
番
』

行
政
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

弁
護
士
に
よ
る無

料
法
律
相
談

久
留
米
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

カ
レ
ッ
ジ
新
学
費
制
度

両
筑
土
地
改
良
区
職
員
募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
職
業
訓
練
生
募
集

雇
用
管
理
研
修
・
各
種
助
成

金
制
度
説
明
会
の
ご
案
内
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育
手
帳
を
取
得
又
は
児
童
相
談

所
等
で
発
行
さ
れ
る
判
定
書
を

提
出
で
き
る
方
で
、
就
職
の
意

志
を
有
し
、
訓
練
等
健
康
面
で

集
団
生
活
に
支
障
の
な
い
方

（
募
集
訓
練
科
別
に
募
集
対
象

が
異
な
り
ま
す
）

選
考
方
法

筆
記
試
験
と
面
接
で

行
い
ま
す
。

選
考
場
所
・
日
時

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

募
集
訓
練
科
に
よ
っ
て
、
日
時

が
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

福
岡
県
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
　

福
岡
県
北
九
州
市
若
松
区
大
字

蜑
住
1
7
2
8
番
地
1
号

1
0
9
3
・
7
4
1
・
5
4
3
1

FAX
0
9
3
・
7
4
1
・
1
3
4
0

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ

Ｓ
）
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
、

国
が
つ
く
っ
た
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど

幅
広
い
分
野
の
科
目
を
1
科
目
か

ら
自
宅
の
テ
レ
ビ
で
学
べ
ま
す
。

15
歳
以
上
（
全
科
履
修
生
は
18
歳

以
上
）
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
入
学

で
き
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
が

と
れ
ま
す
。
短
大
、
専
門
学
校
な

ど
か
ら
も
編
入
学
で
き
ま
す
。
入

学
の
チ
ャ
ン
ス
は
年
2
回
（
４
月

と
10
月
）
で
す
。
大
学
院
も
あ
り

ま
す
。

募
集
期
間

11
月
15
日(

日)

〜

平
成
22
年
2
月
28
日(

日)

資
料
請
求
・
問
合
せ
先

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

1
0
9
2
･
4
7
3
・
1
3
6
5

※
体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

と
ま
り
木
の
会
（
家
族
介
護
者

の
会
）
で
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
交

流
を
か
ね
て
日
帰
り
旅
行
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
在
宅
で
介
護
を
し

て
い
る
方
同
士
、
ゆ
っ
く
り
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
？
　
　

日
時

11
月
17
日(
火)

午
前
10
時
役
場
出
発

午
後
4
時
30
分
帰
着
予
定

行
き
先

筑
後
川
温
泉
「
ゆ
の
郷
ち
く
ご
」

参
加
費

1，
0
0
0
円

応
募
締
切
り

11
月
12
日(

木)

申
込
・
問
合
せ
先

大
刀
洗
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
7
7
･
4
8
7
7

入
会
手
続
き

所
定
の
申
込
書
で

事
務
局
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

会
費

1，
0
0
0
円

※
入
会
者
に
は
会
員
証
を
発
行
し

ま
す
。
ま
た
、
入
場
料
の
割
引

放
送
大
学
4
月
入
学
生
募
集

〜
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
〜

日
帰
り
旅
行
の
お
誘
い

問
合
せ
先

久
留
米
市
農
政
課

1
3
0
･
9
1
6
3

FAX
3
0
・
9
7
1
7

期
日

11
月
29
日(

日)

会
場

石
橋
文
化
ホ
ー
ル

全
国
箏
曲
コ
ン
ク
ー
ル

午
前
9
時
30
分
〜

特
別
演
奏
会

午
後
2
時
〜

善
導
寺
こ
と
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

た
ち
の
演
奏
や
久
留
米
児
童
合
唱

団
の
歌
と
箏
曲
の
競
演
。

問
合
せ
先

賢
順
記
念
全
国
箏
曲

祭
振
興
会
事
務
局

1
3
0
･
9
2
2
4

FAX
3
0
・
9
7
1
8

期
日

平
成
22
年
2
月
28
日(

日)

会
場

筑
後
川
総
合
運
動
公
園

（
大
川
市
大
野
島
）

種
目

10
km
･
5
km

参
加
資
格

18
歳
以
上

参
加
料

3，
0
0
0
円

申
込
締
切

平
成
22
年
1
月
29
日(

金)

問
合
せ
先

大
川
市
生
涯
学
習
課

1
0
9
4
4
・
8
7
・
2
1
0
1

FAX
0
9
4
4
・
8
6
・
8
4
7
9

ち
く
ご
路
か
わ
ら
版

〈
ち
く
ご
遊
学
〉h

ttp
://w
w
w
.k
ttn
et.co

.jp
/k
u
ru
m
e-k
o
ik
i/

な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

筑
前
町
立
大

刀
洗
平
和
記
念
館
を
支
援
す
る

会
事
務
局
　

筑
前
町
企
画
政
策
課

1
0
9
4
6
・
4
2
・
6
6
0
1

1
二
級
建
築
士
対
策

期
間

11
月
27
日(

金)

〜

平
成
22
年
6
月
25
日(

金)

内
容

知
識
習
得
・
模
擬
試
験
と

解
説

受
講
料

1
3
0，
0
0
0
円

2
ワ
ー
ド
3
級
対
策

期
間

11
月
25
日(

水)

〜

平
成
22
年
1
月
27
日(

水)

内
容

模
擬
試
験
と
解
説

受
講
料

2
4，
0
0
0
円

3
ワ
ー
ド
入
門

期
間

12
月
3
日(

木)

〜

平
成
22
年
1
月
21
日(

木)
内
容

文
書
作
成
の
基
本

受
講
料

2
1，
0
0
0
円

会
場
・
問
合
せ
先

久
留
米
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー(

久
留
米
市

東
合
川
5
丁
目
9
番
10)

1
4
4
・
5
2
0
1

FAX
4
3
・
2
9
6
4

期
日

11
月
14
日(

土)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

（
雨
天
中
止
）

会
場

小
郡
運
動
公
園
内
陸
上
競

技
場
西
側
広
場
（
小
郡
市
大
保
）

約
2
0
0
も
の
ブ
ー
ス
で
趣
味

で
作
っ
た
も
の
や
家
庭
で
不
要
に

な
っ
た
も
の
な
ど
を
、
各
自
思
い

思
い
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

七
夕
市
実
行
委
員
会

事
務
局
（
小
郡
市
役
所
商
工
・

企
業
立
地
課
）1

7
2
･
2
1
1
1

(

内
線
1
4
2)

期
日

11
月
14
日(

土)

〜
15
日(

日)

会
場

う
き
は
市
吉
井
町
札
の
辻

付
近

問
合
せ
先

お
宝
の
市
事
務
局

1
0
9
0
・
9
6
5
3
・
3
3
8
7

期
日

11
月
14
日(

土)

〜
15
日(

日)

会
場

久
留
米
百
年
公
園

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
手
作
り
バ
タ
ー
製

造
体
験
、
農
産
物
販
売
な
ど
農
業

に
触
れ
合
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

「
七
夕
市
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

賢
順
記
念
全
国
箏
曲
祭

第
23
回
大
川
木
の
香
マ
ラ

ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

ち
く
ご
吉
井「
お
宝
の
市
」

ふ
る
さ
と
く
る
め

農
業
ま
つ
り

大
刀
洗
平
和
記
念
館
を
支

援
す
る
会
会
員
募
集

職
業
訓
練
生
募
集
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11 ●申込先●
3歳までの赤ちゃんを紹介しています。
お気軽に申し込んでください。
（締切は、前月の10日まで）
177・0101 企画財政課
※電子データでも受付けします。

香
典
返
し
（
敬
称
略
） 

　
高
橋
　
智
恵
子
（
南
本
郷
） 

　
　
　
　
亡
夫
　
高
橋
　
赫
一 

　
秋
吉
　
茂
記
（
守
部
） 

　
　
　
　
亡
母
　
秋
吉
　
ハ
ツ
キ 

　
平
城
　
俊
作
（
守
部
） 

　
　
　
　
亡
母
　
平
城
　
ト
ミ
ヨ 

　
平
田
　
鉄
也
（
西
大
刀
洗
） 

　
　
　
　
亡
父
　
平
田
　
光
雄 

　
溝
上
　
ヒ
デ
子
（
南
本
郷
） 

　
　
　
　
亡
夫
　
溝
上
　
進
軍
男 

　
右
田
　
實
（
西
原
） 

　
　
　
　
亡
父
　
右
田
　
春
男 

　
次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議 

会
へ
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い 

た
だ
き
ま
す
。 

●家族みんなが顔をそろ
えよう

●子どもの意見や考えを
聞くようにしよう

●家族みんなでスポーツ
やレクレーションをし
よう

●家庭を離れている家族と連絡を取り
あおう

●子どものしつけや方法について考え
よう

H21.11

今
年
も
米
の
取
り
入
れ
が
終
わ
り
、

秋
本
番
と
な
り
ま
し
た
。
11
月
は
ド
リ

ー
ム
ま
つ
り
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ

に
出
演
さ
れ
る
方
、
作
品
を
出
品
さ
れ

る
方
、
模
擬
店
等
を
出
さ
れ
る
方
、
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
風
邪
に
気
を
つ

け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

(

西)

◆
■
◆
編
集
後
記
◆
■
◆

平川
ひらかわ

夏
なつ

海
み

ちゃん（西本郷）

平成20年11月10日生　A型

★好きな食べ物　うどん
★好きなもの　絵本

鈴
すず

木
き

莉子
り こ

ちゃん（山隈）

平成19年11月14日生　O型

★好きな食べ物　パン
★好きな人　アンパンマン

足
あ

立
だち

菫
すみれ

ちゃん（北鵜木）

平成19年11月6日生

★好きな食べ物　おにぎり
★好きな人　渚お兄ちゃん

得
たか

田
だ

悠惺
ゆうせい

くん（北鵜木）

平成20年11月28日生

★好きな食べ物　豆腐
★好きな人　パパ

原
はら

茉央
ま お

ちゃん（南本郷）

平成20年11月25日生　A型

★好きなもの　スヌーピー
★好きな人　パパ

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

は
午
後
7
時
ま
で
窓
口
延
長
を

し
て
い
ま
す
。

取
り
扱
い
で
き
る
も
の

・
住
民
票

・
印
鑑
証
明

・
戸
籍
（
謄
本
、
抄
本
）
の
証

明
発
行

問
合
せ
先

住
民
課
住
民
係

(

内
線
1
2
2
・
1
2
3)

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

毎
週
木
曜
日
は
住
民
課

窓
口
延
長
し
て
い
ま
す

役
場
の
開
庁
時
間
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